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一般演題（口演）プログラム

口演　第1群　ケアの開発・探究　　9月6日（土）　13：20～14：00　第2会場

座長：藤澤　由香（岩手県立大学看護学部）

1．CGM を使用する糖尿病高齢者の看護において糖尿病看護認定看護師が抱える困難感
穴井　えりも　（防衛医科大学校），他

2．慢性心不全患者が実践する主体的な療養生活への支援方法の探求
戸村　薫　（独立行政法人　地域医療機能推進機構　大阪病院）

AWARD

3．炎症性腸疾患患者へのオンライン看護相談によるセルフケア支援の実践と課題
富田　真佐子　（昭和大学） 

口演　第2群　慢性疾患患者へのセルフケア支援　　9月6日（土）　14：50～15：50　第2会場

座長：栃内　優美（盛岡市立病院）

4．慢性呼吸器疾患患者の息切れマネジメントに関わる看護師が行う支援の実態
伊藤　史　（帯広厚生病院、呼吸器看護研究検討会），他

5．看護師における慢性呼吸器疾患患者への息切れマネジメント支援の経験年数別比較
上原　喜美子　（新潟青陵大学、呼吸器看護研究検討会），他

6．心不全患者を担当する看護師の患者教育力と影響要因
岩本　恵子　（済生会兵庫県病院），他

7．多飲症を呈し、感情コントロールが苦手な統合失調患者への新人看護師の関わり
　 ～ “ 厄介な患者 ” から “ ケアを必要としている人 ” へ～

若林　彩音　（飯塚病院），他

8．難治性消化器疾患患者への成人移行支援の現状と課題 ―移行期支援外来での看護実践―
紙屋　千絵　（国立成育医療研究センター）
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口演　第3群　慢性疾患とともに生きる人の体験　　9月7日（日）　10：30～11：30　第2会場

座長：米田　昭子　（山梨県立大学看護学部）

9．抗線維化薬治療を受けている特発性肺線維症と共に生きる人の体験
佐野　由紀子　（さいたま赤十字病院）

10．肺非結核性抗酸菌症と共に生きる人の体験
秋田　馨　（NHO 東京病院）

11．退院調整看護師の介入なく退院となった大腸がん術後後期高齢患者の退院後早期の困難
古高　吉恵　（大阪赤十字病院），他

12．2 型糖尿病をもつ人が療養法を身につける体験：
　　わかるということがどのように織り込まれているかに焦点をあてて

田久保　瑞穂　（東京科学大学病院）

13．高齢腹膜透析患者の療養生活における認識と行動
瀬戸　啓太　（東北医科薬科大学病院），他

口演　第4群　慢性疾患を抱える患者のケア　　9月7日（日）　13：20～14：20　第2会場

座長：加澤　佳奈　（岡山大学学術研究院保健学域）

14．人工呼吸器装着の選択をしなかった ALS 患者への終末期ケア
　　―精一杯やった後に残った「もうちょっとできた」の現象学的分析―

坂井　志織　（東京都立大学），他

15．慢性疾患看護専門看護師が行うアドバンス・ケア・プランニング実践のはじまり
友村　秀佳　（筑波大学附属病院、北関東慢性疾患看護専門看護師の会），他

16．舌がんの部分切除術を受けた患者の食事場面における心理社会的影響に関する経験
白柳　葵　（愛知医科大学），他

AWARD

17．慢性呼吸器疾患により在宅酸素療法を行う高齢者の生活の営み
　　―社会との関わりに焦点をあてて―

武田　有希　（共立女子大学）

18．生体腎移植術を受ける患者に対する多職種連携の重要性
昆　亜美　（岩手県立中央病院），他
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一般演題（示説）プログラム

示説　第1群　慢性疾患患者へのセルフケア支援　　9月6日（土）　14：50～15：50　第3会場

1．慢性腎不全とがんを併せもつ高齢者の血液透析療法と外来化学療法を受ける体験
立花　夏季　（岩手医科大学附属病院）

2．2 型糖尿病患者に SCAQ を用いた支援 ―弱みが明確化したことで支援に繋がった 1 例― 
内田　アン　（社会福祉法人三井記念病院）

3．就労中の 2 型糖尿病患者の自己管理支援ツール活用とワークエンゲイジメントとの関連
間瀬　由記　（神奈川県立保健福祉大学），他

4．中国都市部における慢性疾患の高齢者とその家族に提供しているセルフケア支援の課題
周　馨麗　（岐阜医療科学大学），他

5．脳卒中患者の自己決定を支える看護に関する文献検討
石原　未幸　（水府病院）

6．「慢性病と共にある人が『生き生きと生活する』ことを支えるケアモデル」の検討
米田　昭子　（山梨県立大学），他

示説　第2群　慢性疾患患者への看護実践　　9月6日（土）　16：20～17：20　第3会場

7．集学的治療における慢性疼痛患者への看護の役割に関する文献検討
山岡　深雪　（宮崎県立看護大学）

8．先行きの不確かさを体験している慢性疾患患者に対する看護
和田　希　（神奈川県立循環器呼吸器病センター）

9．COPD 患者のセルフ・エフィカシーを高めるための認定看護師が考える看護実践
杉山　幸子　（市立貝塚病院），他

10．長期透析のため、がん治療に難渋した壮年期患者の意思を多職種で支援した 1 例
武田　美和　（社会福祉法人　三井記念病院）

11．肝がんサーベイランス継続が必要な慢性肝疾患患者の支援の検討
　　―慢性疾患のセルフマネジメント支援に関するスコーピングレビュー―

畑中　佳子（東邦大学），他
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示説　第3群　地域看護・健康増進　　9月7日（日）　10：30～11：30　第3会場

12．慢性期ケア領域における遠隔看護実践の変遷：スコーピングレビュー
加澤　佳奈　（岡山大学学術研究院保健学域），他

13．北海道の離島である利尻島民の健康に関する意識 ―漁業に携わる人々に焦点を当てて―
有澤　舞　（北海道科学大学），他

14．健康維持・増進のための運動に関する国内の看護文献検討
吉原　祥子　（昭和医科大学）

15．アシステッド腹膜透析患者支援において看護師が感じる困難と対処に関する質的研究
平栗　智美　（筑波大学大学院　看護科学学位プログラム　博士後期課程），他

16．若手病棟看護師の退院支援に対する現状と課題
飯澤　泉　（公立大学法人富山県立大学大学院），他

示説　第4群　看護師教育　　9月7日（日）　13：20～14：20　第3会場

17．慢性疾患看護専門看護師の変革者としての活動の実際 ―事例の分析から―
宮地　さやか　（大阪公立大学），他

18．慢性期看護学実習におけるセルフケア支援演習の学び
川久保　愛　（佐賀大学），他

19．急性期病棟看護師が患者の退院後を見据えた実践をしていくために必要な能力の解明
原　裕子　（和歌山県立医科大学大学院），他

20．慢性の病を持つ人々に対する看護師の実践知に関する文献レビュー
森谷　利香　（摂南大学），他

21．わが国の看護基礎教育における慢性看護学の技術演習の現状に関する文献検討
青野　美里　（摂南大学），他


